
 

 
  

 「ありがとう」を伝える意味 
私が「ありがとう」という言葉で思い出すのは、祖母のことです。私が大学 2年生のとき、

祖母は新潟のがんセンターに入院していました。旅行先でトンネル事故に遭い、肺と気管支

にダメージを受けてしまったのです。そのお見舞いに行ったときのことです。 

年齢は 65 歳ぐらいだったと思います。事故に遭うまでは、とても元気な祖母で、祖母の

自宅から私の自宅まで4ｋｍほどの道のりを、吹雪の中でもまったく問題なく歩く人でした。

とても明るくポジティブな人でした。心も強い人でした。ちょうど大学ができるころで、自

分の農地がなくなりそうになったとき、堂々と偉い人たちに立ち向かった人でした。勉強も

運動もできなかった私を温かく励まし続けてくれた人でもありました。自分はダメな人間だ

と信じこんでいた私が高校や大学に行けたのは、祖母がまったく見捨てず、私を丸ごと信じ

てくれたからです。心の支えになっていました。どれぐらい感謝の言葉を言えばよいのか分

かりません。 

病室に入ってみると、祖母の胸に管がつながれて寝ていました。私を見た瞬間、笑顔だけ

れど泣きながら、「あっちゃん、来てくれたんだ。ありがとう。ありがとう。・・・」とずっ

と伝えてくれました。私の知っている元気だった姿はなく、げっそりと痩せ、弱り切ってい

る祖母が、そこにいました。繰り返し「ありがとう」を言う祖母に、私は言葉がまったく出

ませんでした。感謝の言葉をたくさん伝えなければならないのに。大丈夫だよと勇気づけな

ければならないのに。何か話して楽しい時間にしなければならないのに。 

しばらくして、祖母は亡くなりました。あのとき感謝の気持ちを伝えられなかったことを、

ずっと後悔しています。「ありがとう」を言える人になりたいと、心から思いました。 

 祖母は、出来の悪かった私にすら繰り返し「ありがとう」と感謝の言葉を伝えてくれまし

た。きっと、すべての人に感謝して生きてきたのだと思います。戦前、戦中、戦後を生き抜

き、たくさんの困難を乗り越えてきたことを知りました。そして、不運に事故に遭い辛く苦

しい入院生活でした。それにも関わらず、事故を起こした運転手を責めたり、痛みや苦痛で

不平や不満をぶつけたりもしませんでした。思い出すのは、いつも笑顔で誰にでも接する姿

でした。豊かで幸せな人生だったのだと思います。祖母のように、どんな状況でも、どんな

ことが起ころうとも、すべての人に感謝できる人になりたいと、心から思いました。 

 

ありペンたーペン集会のとき、「ありがとうを言える人は幸せなんだよ」と、子どもたち

に話しました。その人から大切にされているのだから。助けてもらっているのだから。そし

て、愛されているのだから。だから、お家の人、友達、地域の人、先生に、たくさん「あり

がとう」を伝えてほしい、と話しました。子どもたち、たくさん「ありがとう」を伝えてい

るといいなあ、と思います。 

世の中には感謝の言葉がないと不愉快になったり怒り出したりする人がいます。「私がし

てやっているのに」と、いつも不満なのです。楽しくないなあ、不幸だなあ、と思います。 

子どもたちには、感謝されることを求めるのではなく、すべての人やすべてのことに感謝で

きる心、感謝を伝えられる心、そして、幸せを感じる心が育ってほしいと願っています。 
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